
小規模でも地方でもハンデなし
外国人から選ばれる企業の“秘密”
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環
境
試
料
の
分
析
測
定
や
食
品
成
分

の
分
析
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理

な
ど
、
環
境
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
展
開
し
て
い
る
日
吉
。
外
国
人
人
材

の
活
用
は
、
１
９
８
３
年
、
中
国
人
の

技
術
研
修
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
端

を
発
す
る
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
こ
れ

ま
で
53
カ
国
、
１
１
１
０
人
を
受
け
入

れ
て
き
た
。
元
外
国
人
イ
ン
タ
ー
ン
が

子
会
社
の
取
締
役
を
務
め
る
な
ど
、
国

籍
を
問
わ
な
い
人
材
活
用
で
業
績
を
伸

ば
し
て
い
る
。

「
環
境
問
題
に
国
境
な
し
」と 

海
外
研
修
生
に
門
戸
を
開
く

琵
琶
湖
八
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る

滋
賀
県
の
「
近
江
八
幡
の
水
郷
」。
そ
の

水
郷
巡
り
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る

豊
年
橋
近
く
に
、
日
吉
の
本
社
は
あ
る
。

創
業
は
１
９
５
５
年
。
廃
棄
物
収
集
に

始
ま
り
、
公
衆
衛
生
か
ら
公
害
、
環
境

へ
と
社
会
問
題
が
遷
移
す
る
中
、
課
題

解
決
に
向
け
て
多
角
的
に
環
境
保
全
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。
事
業
許
認
可
は

１
０
０
種
を
数
え
、
２
０
０
０
件
以
上

の
総
資
格
数
を
有
す
る
環
境
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
企
業
と
し
て
業
績
を
上
げ
て

い
る
。
そ
の
成
長
の
一
端
に
、
外
国
人

人
材
の
活
用
が
あ
る
。

「
70
年
代
の
高
度
経
済
成
長
時
代
、
琵

琶
湖
の
富
栄
養
化
と
い
う
水
質
汚
染
が

社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
運
動

が
や
が
て
行
政
を
動
か
し
、
滋
賀
県
は

全
国
に
先
駆
け
て
環
境
条
例
が
施
行

さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
に
弊
社
も
調
査
協
力
で
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
、
83
年
に
水
質
汚
染

が
深
刻
な
洞
庭
湖
を
有
す
る
中
国
の
湖

南
省
と
滋
賀
県
が
友
好
協
定
を
締
結
し

た
こ
と
で
、
県
と
連
携
し
た
国
際
貢
献

事
業
に
取
り
組
む
中
、
中
国
人
の
技
術

研
修
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」

そ
う
語
る
の
は
総
務
部
次
長
の
大
角

浩
子
さ
ん
だ
。「
環
境
問
題
に
国
境
な
し
」

の
考
え
で
、
88
年
に
初
め
て
外
国
人
研

修
生
の
受
け
入
れ
に
踏
み
切
っ
た
。

ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し 

〝
違
い
〟
を
互
い
に
理
解
し
合
う

「
研
修
生
の
受
け
入
れ
経
験
か
ら
、
弊
社

の
経
験
と
ス
キ
ル
が
海
外
の
環
境
問
題

に
貢
献
で
き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
90

年
に
Ａ
Ｂ
Ｋ
（
ア
ジ
ア
学
生
文
化
協
会
）

を
介
し
て
受
け
入
れ
た
イ
ン
ド
人
研
修

生
の
弊
社
に
対
す
る
評
判
が
良
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
毎
年
外
国
人
研
修
生
が
来

る
流
れ
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
」

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
主
に
ア
ジ
ア
圏
か

ら
研
修
生
が
訪
れ
、
そ
の
実
績
か
ら

２
０
０
４
年
、
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
（
海
外
産
業

人
材
育
成
協
会
）、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協

力
機
構
）
な
ど
の
団
体
、
行
政
や
大
学

を
介
し
て
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も

始
ま
っ
た
。
だ
が
、「
特
別
な
体
制
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
」
と
大
角
さ
ん
。
問

題
が
起
き
た
ら
改
善
す
る
こ
と
を
繰
り

返
し
、
今
で
い
う
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が

根
付
い
て
い
っ
た
と
い
う
。
外
国
人
人

材
の
受
け
入
れ
で
、
課
題
と
な
っ
た
の

が「
言
語
」「
生
活
習
慣
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
だ
。
宗
教
上
の
規
律
か
ら
ト

イ
レ
の
使
い
方
ま

で
異
な
り
、
ま
し

て
翻
訳
ア
プ
リ
な

ど
が
な
い
時
代
で

あ
る
。
ま
ず
は
生

活
面
と
業
務
面
で

多
言
語
マ
ニ
ュ
ア

ル
（
英
語
、
中
国

語
、
タ
ミ
ー
ル
語

対
応
）を
作
成
し
、

研
修
生
向
け
の
絵

解
き
マ
ニ
ュ
ア
ル

抜
擢て

き

さ
れ
、現
在
、イ
ン
ド
子
会
社
「
日

吉
イ
ン
デ
ィ
ア
」
の
取
締
役
を
務
め
る
。

数
カ
国
の
海
外
事
業
に
携
わ
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
幹
部
と
し
て
活
躍
す
る
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
的
な
存
在
だ
。
黃
さ
ん
は
言
う
。

「
外
国
人
人
材
に
と
っ
て
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

が
明
確
化
ど
う
か
は
と
て
も
重
要
で
す
。

日
吉
イ
ン
デ
ィ
ア
は
42
人
態
勢
で
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
か
ら
社
員
に
な
っ

た
３
人
も
含
め
て
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
イ
ン
ド
の
環
境
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
J
E
T
R
O
の
調

査
に
よ
る
と
イ
ン
ド
の
水
処
理
市
場
は

毎
年
15
％
成
長
し
て
い
る
と
さ
れ
、
今

後
の
市
場
拡
大
、
売
上
増
は
十
分
見
込

め
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

近
年
は
、
外
国
人
従
業
員
か
ら
の

紹
介
に
よ
る
入
社
や
、
求
人
募
集
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

「
ワ
ー
カ
ー
」
か
ら
「
中
高
度
人
材
」
の

採
用
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

「
黃
さ
ん
を
は
じ
め
、
外
国
人
人
材
の
海

外
渡
航
時
の
行
動
力
や
折
衝
力
、
営
業

能
力
に
比
例
し
て
、
市
場
開
拓
は
進
む

と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
外
国
人
人

材
の
活
躍
が
、
海
外
業
務
に
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し
て

い
た
日
本
人
従
業
員
の
起
爆
剤
と
な
り
、

弊
社
の
国
際
化
が
加
速
し
て
い
る
と
も

感
じ
て
い
ま
す
」
と
大
角
さ
ん
。
雇
用

形
態
に
「
外
国
人
枠
」
を
あ
え
て
設
け

て
お
ら
ず
、
現
在
、
帰
化
し
た
従
業
員

を
含
め
て
外
国
人
人
材
が
５
人
在
籍
し

て
お
り
、
総
じ
て
離
職
率
は
低
い
。

「
日
本
人
対
象
の
語
学
研
修
の
実
施
や

外
国
人
人
材
の
住
宅
手
当
な
ど
の
体
制

上
の
課
題
は
あ
り
ま
す
。
で
も
若
い
世

代
を
中
心
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
元
研

修
生
と
の
交
流
、
研
修
で
国
際
交
流
は

活
発
化
し
て
い
ま
す
」

近
江
商
人
の
理
念
で
あ
る
三
方
よ
し

（
売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ

し
）
に
、
次
世
代
よ
し
を
加
え
た
「
四

方
よ
し
」
を
提
唱
す
る
同
社
。
海
外
諸

国
の
環
境
対
策
で
、
同
社
の
知
見
や
技

術
が
生
か
せ
る
こ
と
は
数
多
く
、
外
国

人
人
材
を
含
め
た
次
世
代
の
活
躍
の
場

は
「
伸
び
代
し
か
な
い
」
と
前
向
き
だ
。

も
用
意
し
た
。
社
内
交
流
を
活
発
に
す

べ
く
、
外
国
人
人
材
と
の
週
末
の
外
出

に
は
５
０
０
０
円
を
、
１
泊
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
に
は
１
万
円
を
補
助
す
る
。
外
国

人
人
材
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
語
学
堪

能
な
チ
ュ
ー
タ
ー
や
メ
ン
タ
ー
も
配
置
。

住
居
の
手
続
き
支
援
や
家
財
道
具
の
譲

渡
な
ど
も
相
互
扶
助
の
精
神
で
実
施
し

た
。
日
本
の
文
化
や
習
慣
の
理
解
を
外

国
人
に
求
め
つ
つ
、
日
本
人
側
も
違
い

を
学
び
、
歩
み
寄
る
企
業
風
土
を
育
ん

で
い
っ
た
と
い
う
。

外
国
人
人
材
が
海
外
事
業
の 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
幹
部
層
に
成
長

ま
た
、
国
籍
問
わ
ず
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
を
図
れ
る
こ
と
も
同
社
が
外
国
人

か
ら
選
ば
れ
る
理
由
と
し
て
大
き
い
。

１
９
９
７
年
に
入
社
し
た
当
時
台
湾
人

留
学
生
だ
っ
た
黃こ

う

俊し
ゅ
う
ん
け
い卿
さ
ん
は
、
実
務

経
験
を
経
て
海
外
事
業
企
画
室
室
長
に

外国人枠を取り払ったキャリアパスで
国際化と社内の士気高揚が加速

日吉
滋賀県近江八幡市HPはこちら

日吉は2017年県内企業初の新・ダイバーシティ経営企
業100選、18年には高度外国人人材活用企業50社に選
ばれるなど受賞多数

研修生の「日吉で学んだ技術を母国で生かせる場がない」という声に端を発し、2011年に日吉インディアを設立

海外研修生を対象に、技術研修を実施。
次世代育成・技術継承に余念がない

1990年から地元小学生対象の環境ゴミ学習を
実施

「環境インフラの100年企業を目指すべく、国籍
にとらわれない人材活用を重視しています」と
語る大角さん

外国人社員のロールモデルとして活躍する、勤続
年数27年の黃さん

環境課題に科学的にアプローチし、ワンストップサービ
スを実践すべく、国籍を問わない人材育成


